
 

 

 

 

 

禍が無くなり、穏やかな年に！ 
校 長 本 田 明 路 

新しい年、丑年、2021年がスタートしました。 

「丑」は中国で生まれた漢字で、本来の意味は「からむ」という意味があり、芽が種子の中で伸びることができない
状態を表しているそうです。これを後に覚えやすくするために「牛」の意味が与えられました。 
「牛」は古くから食牛や乳牛、耕牛と呼ばれ酪農や農業で人々を助けてくれる存在として重要な生き物でした。大変な

農業を地道に最後まで手伝ってくれる様子から、丑年は「我慢（耐える）」や「発展の前触れ（芽が出る）」を表す
年になるといわれています。 

実際に過去の丑年の出来事には、1961 年には「ＮＨＫ朝の連続テレビ小説」「みんなのうた」放送開始。
1973年の「第1次オイルショック」では我慢の象徴のような年になりましたが、1985年にはファミコンソフト「スー
パーマリオブラザーズ」が発売され、大人気作品へと発展を遂げました。1997 年には「消費税が５％へ引き上
げ」が大きな話題になったものの世界初となる量産型ハイブリッド車「トヨタ・プリウス」が発売されたことや、2009

年には選挙による初めての「政権交代」や「裁判員制度」が開始するなど、「今までにない新しいことが始まった
年」が多いのも特徴です。是非、過去の丑年を踏まえ、できないことを憂うのではなく、『できることを探す。できるよ
うに知恵を絞り、工夫を凝らす。』そんな前向きで力強い気持ちをもって過ごすことを願っています。 
さて、学校にとって 3 学期は、それぞれのまとめと次への準備の期間となります。特に 3 年生は義務教育最後の年

「15 の春」となり、各自の進路に向けて歩んでいく時です。納得できる結果を目指して、自分の力を出し切ってほしい
と思います。 

1，2 年生は、4 月からの進級に備え、今年度の積み残しややり残しがないように心がけてください。新年度は、みなさ

んの後輩達が入学してきます。歳が 1つ 2つ上の先輩である以上に、南富良野中学校で 1年間、2年間生活してき

た先輩として自信をもって迎え入れてほしいと思います。後輩達に目標とされる先輩を目指してください。 

令和3年が世の中全ての人々にとって、穏やかで安心できる1年になることを切に願います。 

※「禍」（か、わざわい）とは ・・・ よろこばしくない事柄、不幸を引き起こす原因、災難 

 

保護者・地域の皆様へ 

明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。 

昨年は、コロナ禍という前代未聞の状況においても、例年と変わることなく、本校の教育活動推進へのご理解とご協

力を賜り、深く感謝申し上げます。 

まだまだ様々な制限の中での教育活動とはなりますが、学校職員一同、コロナ禍においても精一杯工夫し対応して

まいります。 

今年も昨年同様、本校の教育活動推進へのご理解とご協力を賜れますようお願い申し上げます。 

 

 

 

学校教育目標「心豊かに学び、共に明日の郷土を拓く、たくましい生徒」 

 今年度の重点 「南富中ＩＳＭの実現」 Ｉ（主体性）Ｓ（思いやり・感性）Ｍ（メタ認知能力・相互理解） 
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3学期始業式 
  

 1月19日 3学期の始業式を行いまし 

た。式では、1年生大 君が「冬休みの 

思い出」を、2年生蛯名君が「かっこい 

い人になるため」を、3年生植田君が 

「学習への取り組みについて」を、力強 

く述べました。 

最後に本田校長から3学期を「1年の 

振り返りの学期としてほしい」、「笑顔 

であいさつを意識してほしい」というお 

話をいただきました。 

 3学期は油断するとあっという間に過 

ぎてしまいます。油断せず、中身の濃い 

毎日となることを願っています。 

 

ＷＩＴＨコロナの学校生活 

 

               3学期も新型コロナ感染症感染予防対策は継続 

              して行きます。1月26日の定例集会は、全校で 

集まるのを避け、Ｚｏｏｍを用いて行いました。 

また、2段階換気を実践するため、中庭と廊下の 

窓を常時開放しています。 

 これまで通り、毎朝の検温と健康チェック、手 

洗いと消毒、マスク着用、ソーシャルディスタン 

スの確保、換気など、基本的な部分は継続して取 

り組んでおります。換気による温度変化に、対応 

できる服装やマスクの準備など今後もご協力くだ 

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スキー授業 
  
各学年でスキー授業が始まっています。スキー場まで、徒歩で移動できる本校 

の立地を生かし、毎年実施しています。楽しみながら、体を動かし体力増強と、 

スキーの技術習得を目指しています。 

 ２月３日の全校スキーが終わるまで、用具の準備等ご負担をおかけしますが、 

よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 
 

    １月のフォトギャラリー 

 

 

 

 

 

 

 

学習サポート                租税教室 

1 月 職員会議 

2 火  

3 水  

4 木 部活動中止 定時退勤日 

5 金 学力テスト（全学年） 

6 土 
 

7 日 ノーゲームデー 

8 月  

9 火 
新入生体験入学 
新入生保護者説明会 

10 水 
審議会 
公立高校推薦入試面接日 

11 木 建国記念の日 

12 金 参観日 

13 土  

14 日  

15 月 部活動中止（テスト前） 

16 火 
部活動中止 定時退勤日 
校内研修 

17 水 部活動中止（テスト前） 

18 木 
１・2年生 学年末テスト 
部活動中止 

19 金 
１・2年生 学年末テスト 
常任委員会 

20 土  

21 日 道民家庭の日 ノーゲームデー 

22 月 生徒総会 

23 火 天皇誕生日 

24 水  

25 木  

26 金 定例集会 

27 土 
学力チャレンジデー 
（土曜授業） 

28 日  

２月の行事予定 

※ 行事予定はスクールカレンダーから大

幅に変更されています。ご確認ください。 

  発行日までに確定しているものを

載せています。今後更に変更になる

場合もございます。ご了承ください。 

第１・第３日曜日は，北海道教育委員
会が推進する，どさんこアウトメディア
プロジェクトによる，ノーゲームデーで
す。 

また，第３日曜日は，「道民家庭の
日」で，原則部活動休養日となっており
ます。 



0

20

40

60

80

100

A B C D 無回答

１ 私は、学校の授業内容を理解しています

生 徒 保護者
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A B C D 無回答

２ 私は、授業以外で、毎日、１時間以上学習する習慣がつ

いています

生 徒 保護者

％

0

20

40

60

80

100

A B C D 無回答

３ 私は、学校の授業に楽しく参加しています

生 徒 保護者
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A B C D 無回答

４ 私は、いつも学校内外で「笑顔とあいさつ」を実践してい

ます

生 徒 保護者

％

結果と今後の課題

Ａ＋Ｂの数値目標 ９０％以上（今年度変更）

結果 ： 生徒９２％↓、保護者８０％↓
今年度、数値目標を変更した項目です。（８０％から９０％

に）中間から若干数値が下がたものの、生徒については、数値

目標クリアをキープしました。授業改善の成果は、充分に表れ

ていると理解できます。

保護者の方の数値が上がるよう、結果につながる理解を目指

して努力いたします。

結果と今後の課題

Ａ＋Ｂの数値目標 ７５％以上

結果 ： 生徒８２％↑、保護者５７％↓

質問内容を今年度見直し、全道の取組と同じレベルの質問項

目とすることができました。結果ですが、生徒は８ポイント

アップし数値目標をクリアしました。保護者は若干低下してい

ます。

本校としては、学習時間についての指導と共に、その時間に

見合った内容向上を目指す指導に力を入れて参ります。

結果と今後の課題

Ａ＋Ｂの数値目標 ９０％以上

結果 ： 生徒９２％↓、保護者８０％↓
生徒、保護者共に中間より低下しています。特に、保護者

が、９２％から、８０％に大幅減となっています。保護者は、

生徒の様子や言葉を受けて判断することとなるので、私たち

は、生徒が楽しく生き生きと活躍できる学校づくりに努めま

す。

結果と今後の課題

Ａ＋Ｂの数値目標 ９０％以上

結果 ： 生徒７４％↓、保護者７７％↑

保護者は若干増えているものの、生徒は、８２％→７４％ダ

ウンです。コロナ禍もあり、外部の方にお会いする機会は減っ

ていますが、生徒同士、生徒と教職員の間でも、笑顔を挨拶が

あふれる学校づくりを目指します。

学校評価（期末評価）の結果 Ａ：その通り Ｂ：だいたいその通り

Ｃ：あまりそう思わない Ｄ：思わない
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A B C D 無回答

５ 私は、学習や行事などに、目標を立てて最後までやり抜

いています

生 徒 保護者

％ 結果と今後の課題

Ａ＋Ｂの数値目標 ９０％以上（今年度変更）

結果 ： 生徒８５％↑、保護者９４％↑

今年度数値目標を９０％に変更しました。生徒・保護者共

に、中間から数値がアップしています。（微増ですが）忙しい

２学期でしたが、何とか学校行事（スポーツフェスティバル

も）を実施し、充実感・達成感をかにじることができたことと

考えます。保護者の皆さんにに見ていただく場面を、何度か設

定できたことも大きかったと思います。

保護者の皆様へ

学校評価（期末評価）へのご協力ありがとうございました。学校評価は、学校の取り組みを「生徒の姿」の変容を通して

評価し、教育実践に生かすことが目的です。そのため、一番近くで子どもさんを見ている、保護者の皆様にもご協力をお

願いしております。保護者の皆様には、ご負担をおかけしておりますが、今後もご協力のほどお願い申し上げます。

資料について 生徒・保護者ともにＡ＋Ｂの数値目標をクリアしている項目 コメントの背景が緑色

生徒又は保護者のみがＡ＋Ｂの数値目標をクリアしている項目 コメントの背景が黄色

なお、数値目標をクリアした項目の数値については、それぞれ青で表示しています。
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A B C D 無回答

７ 私は、いじめはどんなことがあってもいけないと思います

生 徒 保護者
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A B C D 無回答

８ 私は、苦手なことや難しいことでも、失敗を恐れずに挑戦

します

生 徒 保護者

％
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９ 私は、生活リズムを整えるように気を付けています（ＴＶ，

ゲーム、スマホの時間等）

生 徒 保護者

％
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１０ 私は、自分の体力の状態（新体力テストの結果）を知っ

ています

生 徒 保護者
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A B C D 無回答

１１ 私は、自分の体力を向上させる努力を毎日続けていま

す

生 徒 保護者

％

結果と今後の課題

Ａ＋Ｂの数値目標 １００％

結果 ： 生徒 １００％ 保護者 １００％

数値目標に対して、生徒・保護者共にクリアできました。

今後も、「いじめ」について、絶対に許されない行為であ

ることを毅然とした態度で指導していきます。道徳や学活な

どを通じて、他人への思いやりの心や態度を育てる指導を行

い、Ａを１００%にするよう努力いたします。

結果と今後の課題

Ａ＋Ｂの数値目標 ８０％以上

結果 ： 生徒８２％↓、保護者８０↑％

生徒は中間よりも若干低下、保護者については、若干上昇

し、数値目標をクリアしました。保護者の皆様に、生徒が

「苦手なことや難しいことでも失敗を恐れず挑戦してい

る。」と思っていただけることは、大変ありがたいことで

す。

結果と今後の課題

Ａ＋Ｂの数値目標 ９０％以上

結果 ： 生徒７７％↑、保護者８０％↑

目標との差は、まだ大きい状況ですが、数値自体は、生徒・保

護者共に上昇しました。１０にも記したとおり、スポーツフェスティ

バルを開催できたことも大きく影響していると思います。中体連が

中止となる中、ダンスの全国大会出場など、明るい話題も好材料

でした。今後も、現在の方向性で、取り組みを引き続き行って

いくことが大切であると感じます。

結果と今後の課題

Ａ＋Ｂの数値目標 ９０％以上

結果 ： 生徒８５％↓、保護者９１％↓

全国体力・運動能力・運動習慣調査が実施されない状態の

中でしたが、体育科の尽力で、結果を大きく下がらなかった

ことは成果だと思います。また、スポーツフェスティバルを

開催できたことも大きく影響していると思います。数年来の

課題である、「走力・走ること」という、わかりやすい表現

が、功を奏していると感じます。

結果と今後の課題

Ａ＋Ｂの数値目標 ９０％以上

結果 ： 生徒９５％↓、保護者８９％↓

生徒・保護者共に中間よりもダウンしています。保護者について

は、数値目標以下になってしまいました。中間評価は、臨時休業

の経験から、学校があるだけでも、「楽しい」と感じられるという状況

があったかもしれませんが、そのプラスは、無くなっていると考えて

良いと思います。

今後も、全ての生徒・保護者にとって楽しい学校・学級

を目指し、教職員一同努力して参ります。

結果と今後の課題

Ａ＋Ｂの数値目標 ８０％以上

結果 ： 生徒６９％↓・保護者６３％

生徒は中間で８２％でしたが、期末では６９％と、降下し

ています。生徒の評価と保護者の評価に差があることは、保

護者の皆さんが感じ取れるような、生活改善につながってい

ないということと考えます。生徒の行動変容につながる更な

る取組を模索していきます。
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A B C D 無回答

６ 私は、自分の学級ではいつも楽しく過ごしています

生 徒 保護者

％


